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 La peninsula  iberica, como la antigua Galia,  empez6 a ser lentamente romanizada, pero tan 
intensamente que  llego a eliminar las lenguas anteriores, a excepcion de la  region vasca que 
conservo su idioma primitivo. 

 Desde la  epoca de la literatura, se inicio la separacion entre el latin culto y el latin empleado 
en la conversacion de las masas populares. El latin culto se estaciono, mientras que el vulgar 

proseguia el camino que habia de llevar al nacimiento de las lenguas romances. Asi es como las 
voces populares hoy usadas son la ultima fase evolutiva  linguistica. En ellas  solo se manifestan 
en modo  mas completo las leyes fundamentales de  la vida del lenguaje. 

 Cuando el Imperio romano se desmembro, se hubieron en cada  region de aumentar in-
novaciones  foneticas y gramaticales, nuevas construcciones de frases hasta tal punto que la 
unidad  linguistica latina se quebro, y las diferencias locales constituyeron dialectos e idiomas 

distintos. 
 Dentro de la Romania occidental unas lenguas se muestran  mas revolucionarias y otras  mas 

conservadoras. El frances ha  llevado hasta el  ultimo extremo las tendencias generales, su-

primiendo toda vocal posterior al acento, pidiendo las sonoras intervocalicas. Pero, en cambio, 
el  espanol es  mas lenta en su evolucion, conservando la vocal postonica frecuentamente, 
debilitando menos las sonoras intervocalicas.  Asi los primeros textos franceses  estan ja  mas 

alejados del  latin que el  espanol actual. 
 Respecto a la  topografia  linguistica  espanola, es  mas complicada, pero no podemos dejar de 

recogerse la variedad formal de los dialectos internos en que se ha movido el castellano.

 ガリア と同様 に,イ ベ リア半島のローマ化は緩慢 とは言え,強 烈であったため,バ スク地方を除

いて,土 語を排除するに至 る。

 文芸期以来,文 語ラテン語 と大衆の会話に用いられた口語ラテン語 とが分離 し始める。文語 は変

化 しなかったが,口 語 はロマン語の誕生 に至る道 をたどり,今 日用い られている俗用語は言語変化

の最 も新 しい局面である。 これらの俗用語の中にだけ言語の歴史の基本的な規則がより完全な形で

示されている。

 ローマ帝国が分割されると,各 々の地域で音韻,文 法,文 構造の変革が進み,つ いにはラテン語

の言語的統一が崩壊 し,地 域の差異によって様々な方言や言語が成立 した。

 ロマン語地域の西部 には変革が著 しい言語 もあ り,保 守的な言語 もある。フランス語 は強勢母音



につづ くすべての母音 を排除 し,母 音間の有声子音を失い,一 般的な音韻変化 を最終 の局面 まで進

めた。一方,ス ペイン語 は,頻 繁にpostonicaを 保持 し,母 音間の有声子音を失 うことも少な く,

その変化 は遅 く,現 代スペイン語 はフランス語の最初の文献よりラテン語 との隔たりが少ない。 し

かし,ス ペイン語の言語地理はフランス語より複雑,多 岐であり,カ スティリャ語が そこに胎動 し

た国内の方言諸相の多様性 を無視することはできない。

                 スペイン語音韻論粗描

母音

A.無 強勢母音

 1.語 頭の母音

 1.A（ 古典ラテン語の aと a）

 語 頭 のaは フ ラ ン ス 語 と 同 様 に,自 由 母 音 で も,拘 束 母 音 で も,一 般 に 保 持 さ れ る: maritu

marido, fr. mari, parente pariente, fr. parent, valere valer
, fr. valoir, habere haber, fr. avoir,

lavare lavar, fr. laver, amante amante, fr. arrant;latrone ladron, fr. larron, partire partir, fr.

partir, abbate abad, fr. abbe,＊passare pasar, fr. passer, claritate claridad, fr. clarte.

 r,sに 隔 て ら れ て 語 頭 のaにyodが つ づ く と き は,後 に 扱 う 強 勢 のaと 同 様 に, yodは 前 の 音

節 に 転 移 し,aと 結 合 し, ai＞eiを 経 てeに 狭 ま る:variola, ant. veruela, mod. viruela, fr. verole,

ma（n）sione meson, fr. maison, basiare besar, fr. baiser. aにctが つ づ く と き も 同 様 で あ る:

lactuca lechuga, fr.1aitue（1）.し か し,そ の 他 の 場 合 は, yodが つ づ く と き も一 般 に 母 音 の 変 異 は な

い: ratione razon, fr. raison, a（d）jutare ayudar, fr . aider, placere placer, fr. Plaisir.

 フ ラ ン ス 語 で は,語 頭 のaはl＋ 子 音 のlがuに 母 音 化 す る の で,au［o］ を 成 す が,ス ペ イ ン

語 で は 一 般 に こ の 変 化 は起 こ ら な い:saltare saltar, fr. sauter, falcone halcon, fr. faucon,＊sal（i）- －

nariu salinero, fr. saunier.し か し,例 外 も あ る:altariu otero.

 な お,語 頭 のaは 強 勢 母 音 と 同 様 にeに 変 化 す る こ と が あ る:abscondere, ant. asconder, mod.

esconder, fr. ant. escondre, a（u）scultare, ant. ascuchar, mod. escuchar, fr.ecouter（2）.

  2.E（ 古 典 ラ テ ン 語 のe, ae, e, i）

 語 頭 のeは ［e］と し て 保 持 さ れ る:seniore senor, fr. seigneur, mensurare mesurar, fr. mesurer,

securu seg uro fr. sir  , piscare  pescar, fr. pecher.

 語 頭 のeは そ れ に つ づ くyodの 影 響 に よ っ てiに 狭 ま る:renione rinon, fr. rein.

 こ の 変 化 は 二 重 母 音 化 に 由 来 す る ロ マ ン 語 のyodに よ っ て も 生 じ る:genesta hiniesta, fr. ant.

（1）Tractare tratar, fr. traiterで はa＞eの 変 化 は な い 。

（2） こ れ は接 頭 辞ex- の影 響 で あ る 。

（3） こ の 変 化 は 動 詞 の活 用 に もみ られ る 。Medirの 直 接 法 現 在 で は,弱 形 の 強 勢 母 音iに 対 し て 先 行 す

 る 語 幹 のeが 異 化 作 用 に よ っ てeを 保 持 し た が,接 続 法 現 在 で は,語 頭 の 母 音 に 一 様 にyodが 現 れ

 る:metio mido, metis†mides, metit†mide, metimus medimos, metitis medis,＊metent†miden;

 metiam mida, midas, mida, midamos, midais, midan.（ †は ア ナ ロ ジ ー に よ る こ と を 示 す 。）



geneste, mod. genet, fenestra, ant. finiestra, mod. siniestro, fr. sinistre（3）.

  同 様 に,語 頭 のeが そ れ に つ づ くuの 影 響 を 受 け てiに 狭 ま る こ と も あ る:aequalem igual, fr.

ant. igual.

  語 頭 音 節 のeは,自 由 母 音 で も,拘 束 母 音 で も,特 に 流 音 の 前 でaと な る こ と が あ る:＊bilancea

balanza, fr. balance, silvaticu salvage, fr. ant. salvage, mod. sauvage,＊tripaliu trabajo, fr.

travail.

  し か し,フ ラ ン ス 語 で はaに 変 わ る が,ス ペ イ ン 語 で はeが 保 持 さ れ る 例 が 多 い:＊remare

remar, fr. ramer, pigritia pereza, fr. paresse, delphinu delfin, fr. ant. dalfin, mod. dauphin,

mercatu mercado, fr. marche.

  3.語 頭 のⅠ（ 古 典 ラ テ ン 語 のi）

  語 頭 のiは 開 音 節 で も,閉 音 節 で も保 持 さ れ る:filare hilar, fr. filer, hibernu i（n）vierno, fr.

hiver, vivente viviente, fr. vivant, lib（e）rare librar, fr. livrer, ire－habeo ire, fr. irai, civitate

ciudad, fr. cite, limitare lindar, fr. limiter, riparia ribera, fr. riviere.

  4.語 頭 のO（ 古 典 ラ テ ン 語 のo,o,u）

  語 頭 のoは 自 由 母 音 で も,拘 束 母 音 で も変 化 す る こ と な く,auもoと し て 保 持 さ れ る:comedere

comer,＊dominiare domenar. fr. dominer, nominare nombrar, fr. nommer, suspecta sospecta,

pausare posar, fr. poser, auricula oreja, fr, oreille（4）.

  フ ラ ン ス 語 で はouと な る が,ス ペ イ ン 語 で はoを 保 持 す る こ とが 多 い: corona corona, fr.

couronne, superbia soberbia, fr. superbe,＊morire morir, fr. mourir, movere mover, fr. mouvoir,

colare colar, fr. couler, operariu operario（obrero）, fr. ouvrier,＊molliare mojar, fr. mouiller,

tormentu tormiento, fr. tourment, formica hormiga, fr. ant. fourmiz, mod. fourmi, tornare

tornar, fr. tourner, burdone bordon, fr. burdon.

  yodの 影 響 に よ っ てuに 狭 め ら れ る こ と も あ る:＊nutrire nutrir, fr. nourrir, cognatu cunado,

*extroculare estrujar
, cochleare cuchara, dormiamus durmamos(5), muliere mujer, locale, ant.

logal, mod. lugar, jocare, ant. jogar, mod. jugar, rugitu, ant. roido, mod. ruido, fr. ant. ruit, mod.

rut, vulpecula vulpeja.

  ロ マ ン 語 の ［w］ に よ っ てoが 狭 め られ る 場 合 も あ る:dubitare, ant. dubdar, mod. dudar, fr.

douter.

  語 頭 のoは,語 頭 のeと 同 じ く,同 化 あ る い は 異 化 作 用 に よ っ てaに 変 わ る こ と が あ る:

novacula navaja, Pompelone, ant. Pomplona, mod. Pamplona.

  更 に,強 勢 の あ る 他 のoと の 異 化 作 用 に よ っ てeに 変 わ る こ と が あ る:formosu hermoso,

＊postauriculu pestorejo .

   5.U（ 古 典 ラ テ ン 語 のu）

  語 頭 のuは 保 持 さ れ る:scutella escudilla, fr. ecuelle, sudare sudar, fr. suer, curare curar,

nubliare nublar.

  Ⅱ.強 勢 母 音 に 先 行 す る 語 中 の 母 音

   1.aは そ の ま ま保 持 さ れ,変 化 す る こ と は な い:paradisu paraiso, fr. ant. preis（paredis）, mod.

（4） 二 重 母 音 のuが 早 い 時 期,お そ ら く ラ テ ン 語 期 に す で に 消 失 す る こ と が あ る:＊agustu（c1. augustu）

  agosto, fr. aout,＊aguriu（cl. auguriu）aguero, fr. ant. eur, mod. heur.

（5）Comparese dormimus dormimos.



paradis（1）, calamellu caramillo, fr. ant. chalemel, mod. chalumeau.し か し, aがeに 変 化 す る こ

と が あ る:comparare＞comperare＞comprar（2）
, adlataneu aledano.

  2.rの 後 でa以 外 の 母 音 は す で に 俗 ラ テ ン 語 で 消 失 す る:vergundia（cl. verecundia）verguen-

za, fr. vergogne, vir（i）diariu, fr. ant. vergier＞esp. vergel.

  子 音 間 の 母 音 の 消 失 は ロ マ ン 語 で 一 般 化 す る:solidate soldada, cooperire cubrir, fr. couvrir,

aperire abrir, fr. ouvrir,＊auctoricare, ant. otorgar, mod. otorigar, fr. ant. otroier, septimana

semana, fr. semaine,＊temporanu（cl.temporaneu）temprano, honorare honrar（3）.

  3.強 勢 母 音 に 先 行 し て 語 中 に 二 つ の 母 音 が あ る と き は,強 勢 母 音 に 隣 接 す る 母 音 が 消 失 す る:

ingenerare engendrar, fr. engendrer, recuperare recobrar,＊at-testificare atestiguar,＊cum-

initiare comenzar, fr. commencer,＊amicitate amistad, fr. amitie（4）.し か し,他 の 語 形 と の 類 推 に

よ っ てprotonicaが 保 持 さ れ る場 合 （5）の ほ か,母 音 間 の 有 声 子 音 の 消 失 に よ っ て,強 勢 母 音 に 先 行

す る 母 音 が 保 持 さ れ る:co（g）istare cuidar, fr. ant. cuidier, fumi（g）are humear（6）.

  Ⅲ.強 勢 音 節 に つ づ く語 中 の 母 音

  1.母 音aは 保 持 さ れ る:cantharu cantaro, cammaru cambaro, al candara alcandara,

orphanu, huerfano, sabana sabana, raphanu rabano, tympanu tempano, anate anade, asparagu

esparrago, organu organo.

  2.俗 ラ テ ン 語 期 にl,r, sに つ づ くpostonicaが 消 失 す る:salice salce, fr. sauce, sol（i）du

sueldo, fr. sou, volutu vuelto, solutu suelto,＊fall（i）tu falto;merula mirla, fr. merle, er（e）mu

yermo, fr. ant. erm, vir（i) de verde, fr. vert;pos（i）tu puesto,＊quassico casco.

  3.そ の 他,n, m, c', t（d）, p（b） な ど の 子 音 の 後 で も母 音 の 消 失 が あ る:manica manga, fr.

manche, tunica tonga, generu yerno, teneru tierno, minimare mermar, anima alma, fr. ame;

limite linde, fr. ant. linte, semita senda, fr. sente, comite conde, fr. comte, Sancti－Emeteri

Santander, homine hombre, fr. homrne, femina hembra, fr. femme;sicera sidra, fr. cidre;retina

rienda, fr. rene, triticu trigo, cortice corche, littera letra, fr. lettre, duodecim doce;pipere pebre,

fr. poivre, lepore liebre, fr. lievre, rapidu raudo, fr. ant. rade, populu puebro, fr. peuple, cubitu

（1） フ ラ ン ス 語paradisは 学 者 語 で あ る 。

（2） フ ラ ン ス 語comparerはcomparareか ら 借 用 さ れ た 語 形 で あ る。

（3） 学 者 語 はprot6nicaを 保 持 す る:colorare colorar, fr. colorer, collocare colocar, fr. coucher,

  litteratu literato, laborare laborar.

（4） 学 者 語 は 二 つ のprotonicaを 保 持 す る:recuperare recuperar, fr. recuperer, etc.

（5）Dolorosuはdolorに よ っ てprotonicaを 保 持 し, dolorosoと な り,＊dorlosoと は な ら な か っ た 。

  Vease R. Menendez Pidal, Manual de Gramatica Historica Espanola, decimonovena edicion,

  Espasa-Calpe, Madrid,1987, pag.75.更 に, commutareはmudar, autumnalはotono, consiliareは

  consejoの 影 響 に よ っ て 各 々comudar, otonal, consejarと な っ た 。 Vease ibid., pag.68.

（6）Vease ibid., pag.75.な お, protonicaの 消 失 は 一 般 に 無 声 子 音 の 有 声 化 の 後 に 起 こ る:gallicu

 galgo, vendita venda.し か し, positu puesto, vendita venta, redita renta, perdita pertaの 例 も あ る 。



codo, fr. coude, tabula tabla, fr. tables(1).

  Ⅳ.語 末 の 母 音

  1.A

  母 音aは 保 持 さ れ る:arma arma, fr. arme, squama escama, folia hoja, fr. feuille, lorica

loriga, amat ama, fr. aime, cantant cantan, fr. chantent.

  2.E（ 古 典 ラ テ ン語 のe, e, i）

  1） 古 典 ラ テ ン語 のe, e, iは す べ てeに 帰 し,l, r, n, s, t, d, cの 後 で は 消 失 す る 。 こ の 消 失 は

強 勢 母 音 に 前 後 す る ロ マ ン 語 の 母 音 の 消 失 以 後 の こ と で あ る:male mal, fr. mal, dicere decir, fr.

dire, mare mar, fr. mer, ratione razon, fr. raison, pane pan, fr. pain（1）, tusse tos, fr. toux, mense

mes, fr. mois, caritate caridad, fr. charite, pede pie, fr. pied, Luce luz.

  2） -eは 強 勢 母 音 と母 音 接 続 を 保 持 す る と き はiと な る:re（g）e rey, fr. roi, lege ley, fr. loi,

hodie hoy, fr. ant. hui, bove buey, fr. boeuf.

  3） 語 末 のeは,先 行 す る 子 音 群 や 二 重 母 音 を 支 え る 母 音 と し て 保 持 さ れ た 。 あ る い は,新 た に

eが 添 加 さ れ た こ と も あ る:dulce dulce, fr. doux,＊arcere arce, forte fuerte, fr. fort, parte parte,

fr. part, corte corte, fr. cour, viride verde, fr. vert, monte monte, fr. mont, ponte puente, fr. pont,

fonte fuente, infante infante, fr. enfant, grande grande, fr. grand, comite conde, fr. comte, de＋

unde donde, fr. dont, inde ende, iste este, aer afire, fr. air, pectine peine, fr. ant. pigne, calice

cauce.し か し, sc,lc, ssの 後 で は 母 音 が 消 失 す る こ と が あ る:fasce haz, pisce pez, falce hoz,

dulce duz（2）, fr. doux, messe mies（3）.

  子 音 ＋ 流 音 の 後 で も 語 末 のeが 保 持 さ れ る:patre padre, fr. pere, robore roble,lepore liebre,

fr. lievre, paupere pobre, fr. pauvre, nobile noble, fr. noble,＊mobile mueble, fr. meuble.

  3.Ⅰ（ 古 典 ラ テ ン 語 のi）

  ラ テ ン 語 のiは,動 詞 あ る い は 代 名 詞 で は,先 行 す る 母 音 を 狭 め,自 ら はeと な っ て 保 持 さ れ る:

veni vine, fr. ant. vin, feci hice, fr.† fis, potui pude, fr. ant. poi, habui hube, fr. ant. oi, dixi dije,

fr. dis;illis les.

  4.O（ 古 典 ラ テ ン 語 のo,o,u, u）

  1） 語 末 音 節 で はo,o, u, uは す べ てoと し て 保 持 さ れ る:Lego leo, quando cuando, fr. quand,

（1） 接 尾 辞 -iduで は,有 声 歯 音dが 消 失 す る と き ロ マ ン語 でpostonicaのiが 保 持 され る こ とが あ る:

 ＊tepidu tibio, fr. tiede, limpidu limpio, roscidu rucio, turbidu turbio, lucidu lucio, sucidu sucio,

 flaccidu lacio, fr. ant. flaistre（flestre）.接 尾 辞 -icuで も母 音 が 保 持 さ れ る例 が あ る:pertica per-

 tiga, fr. perche, mordicu muordago, lubricu lobrego.な お, vespera vispera, fr. ant. vepres

 （＜vesperas）, mespilu nispero, fr. ant. mesle, asperu aspero, fr. apreで もpostonicaが 保 持 さ れ る

 が,ア ラ ゴ ン方 言 で はviespera, niespro, asproで あ り,カ タ ロ ニ ア 語 で はvespra, nespra, asproで

  あ る。 更 に,arbore arbol, turture tortolaで も カ タ ロ ニ ア 語arbre, tortraに 対 して 母 音oが 保 持 さ

 れ て い る 。Vease Vicente Garcia Diego, Gramatica Historica Espanola, tercera edicion, Editorial

 Gredos, Madrid,1981, pags.70-2.

（1） い くつ か の 地 方 で は,1,r, nの 後 で はeの 消 失 は10世 紀 に完 了 し て い た と推 定 す べ きで あ る。Vease

 V.G. De Diego, Gram., pag.73.

（2） これ ら の 語 形 は,ア ン ダ ル シ ア の ネ ブ リハ で は 語 尾 にeを と る。Vease ibid., pag.73.

（3） 複 数 形 はmieseで あ る 。



tempus tiempo, fr. temps, vinu vino, fr. vin, lacu lago, fructus frutos（4）.

  2） 尾 音 節 省 略 に よ っ て 語 末 のoが 消 失 す る こ と も多 い:primero primer, santo san, secundu

segun, mult（u）muy, domnu don, angelu（ ＜gr. angelos）angel, fr. ange, ministeriu menester, fr.

metier, fuero fuer（a fuer de）.

  V.母 音 接 続

  1.一 般 に ラ テ ン 語 の 母 音 接 続 は ス ペ イ ン 語 で は 消 失 す る こ と が 多 い 。

  1） 二 つ の 母 音 が 一 音 節 に 集 結 す る:aqua agua, fr. eau, equa yegua, fr. ant. ive, antiqua

antigua, fr. ant. antive, lingua lengua, fr. langue, aequale igual, vindemia vendimia, fr. vendange,

praemiu premio, labiu labio, rubeu rubio, fr. rouge, pluvia lluvia, fr. pluie, pietate piedad, fr.

pitie, cereu cirio, fr. ant. cerge（cirge）, mod. cierge.し か し,母 音 接 続 が 保 持 さ れ る こ と も 稀 に あ

る:leone leon, creare criar, fr. ant. crier.

  2） 先 行 す る 母 音 が 前 の 音 節 に 転 移 す る:basiu beso, caseu queso, habui hube, fr. ant. oi,

sapiat sepa, fr. sache, etc.

  3） 先 行 す る 母 音 が 消 失 す る:d（u）odecim doce, mort（u）u muerto, fr. mort, coriacea coraza,

ostrea ostra, fr. huitre.

  4） 母 音 の 一 つ が 隣 接 す る 子 音 と結 合 す る:di-urnal jornal, diurnata jornada.

  2.ロ マ ン 語 の 母 音 接 続 も 一 つ の 音 節 に 縮 約 さ れ る こ と が 多 い 。

  1） 同 じ二 つ の 母 音 が 一 つ の 母 音 に 縮 約 さ れ る:fide fe, fr. foi, videre ver（1）, fr. voir, sedere

ser,＊   impedescere empecer.し か し,母 音 接 続 が 保 持 さ れ る こ と も あ る:legere leer, fr. I ire,

credere creer, fr. croire.

  語 末 のeeはeyと な る:rege rey, fr. roi, lege ley, fr. loi.

  2） 異 な る 母 音 の 接 続 も 一 つ の 音 節 に 縮 約 さ れ る こ と が あ る 。:judiciu juicio, fr. ant. juice（juis,

juise）, rugitu ruido, fr. ant. ruit, mod. rut, vidua viuda, fr. veuve, regina reina, fr.†reine, triginta

treinta, fr. trente, Deus Dios, vagina vaina, fr. gaine, adhuc aun.こ れ は 語 源 に 由 来 す る ア ク セ

ン トが,よ り 開 口 度 の 高 い 母 音 に 移 動 し,本 来 の 強 勢 母 音 の 発 音 が お ろ そ か に さ れ る 結 果 で あ る （2）。

な お,regale rea1はre-alと 発 音 さ れ た が,今 日 は 単 音 節 で あ る （し か し,頻 度 が 少 な い た め 今 日

で も一 般 にle-alと 発 音 さ れ る こ と が 多 い （3））。 一 方,母 音 接 続 が 保 持 さ れ る こ と も あ る:cadere

（4） レ オ ン方 言 （サ ン タ ン デ ル,ア ス ト ゥ リア ス,レ オ ン西 部,サ モ ラ,サ ラ マ ン カ 地 方 ）で は-oで な

 く-uと な る 。 更 に,ア ラ ゴ ン地 方 と他 の 地 方 の 俗 語 で は,強 勢 母 音 と母 音 接 続 す る -oは -uと な る:

 lau（lado）, perdiu（perdido） . Vease R. Menendez Pidal, Manual, pag.81.な お,ピ レ ネ地 方 一 帯,ア

 ラ ゴ ン,カ タ ロ ニ ア 地 方 の 一 部 で は,語 末 のoが 消 失 し,ス ペ イ ン南 部 の 多 くの 方 言 で 一〇 の 消 失 が

 顕 著 で あ る 。Vease V. G. De Diego, Gram., pag.75.

（1） 古 く はveerで あ っ た が,13,14世 紀 か ら この 母 音 の 縮 約 が 起 こ り,中 世 末 期 に はverと な っ た。

 一 方,頻 度 の 少 な いproveerで は ア カ デ ミー がproverを 採 用 し た に も か か わ らず,今 日 な お 母 音 接

 続 を 保 っ て い る。Vease R. Menendez Pidal, Manual, pag.84.

（2） 俗 用 語 で は,radice raizはraiz, sabucu saucoはsaucoと な る 。 Vease V. G. De Diego, Gram.,

 pag.81.

（3） ア ン ダ ル シ ア,メ キ シ コ,ブ エ ノ ス ・ア イ レ ス,ア ス ト ゥ リア ス で は,母 音 接 続 の 母 音 か ら二 重 母

 音 を形 成 す る傾 向 が 文 語 よ り俗 用 語 で 一 般 的 で あ り,peor, teatro, traen, caen, golpearが 各 々pior,

 tiatro, train, cain, golpiarと 発 音 さ れ る。 更 に,ア ス ト ゥ リア ス,ア ラ ゴ ン,ア ン ダ ル シ ア 地 方 で は,

 rial（real） がralな ど と な る。 Vease R. Menendez Pidal, Manual, pag.84, nota（1）.



caer, rodere roer, taeda tea, audire oir, fr. ant. oir, rideam ria, fido fio.

B.強 勢 母 音

  Ⅰ.A（ 古 典 ラ テ ン語 のa, a）

  1.フ ラ ン ス 語 で は,開 音 節 のaは 二 重 母 音 化 の 後eに 至 る が,ス ペ イ ン 語 で は,開 音 節 で も,

閉 音 節 で も,そ の ま ま保 持 さ れ る:mare mar, fr. mer, sal sal, fr. sel, tale tal, fr. tel, patre padre,

fr. pere, faba haba, fr. feve, pratu prado, fr. pre, bonitate bondad, fr. bonte, cantare cantar, fr.

chanter,＊ad-satis asaz, fr. assez, clave clave（llave）, fr. clef, fata hada, fr. fee, gratu grado, fr.

gre.

  aにyodが つ づ く と き も,後 に 述 べ る場 合 を 除 け ば,一 般 に母 音 変 異 は な い:palatiu palacio,

fr. palais, plaga llaga, fr. plaie, facere hacer, fr. faire, pascere pacer, fr. paitre, pace paz, fr.

paix, maju mayo, fr. mai, exagiu ensayo, fr. essai, palea paja, fr. paille, aranea arana, fr.

ara（i）gne.

  2.aにct, x, ry, sy, pyが つ づ く と き はaはeに 狭 ま る:factu hecho, fr. fait, lactu leche,

gall. port. leite, leones leite, leiche, fr. lait;fraxinu fresno, fr. frene;caballariu caballero, fr.

† chevalier, area era, fr. ant. era;caseu queso, basiu beso, cerasea cereza, fr. cerise;sapiat
sepa, fr. sache, capiat quepa.

  こ の 最 も 開 口 度 の 高 い 母 音 と 最 も 開 口 度 の 低 いyodは 相 互 に 同 化 し, a-i＞e-i＞e-e＞eと 変 化 す

る 。aiはcarraria＞carrairaな ど レ オ ン 方 言 の い くつ か の 語 に10世 紀 ま で 残 り, eの 語 形carrera

が10世 紀 か ら カ ス テ ィ リ ャ 語 の 語 形 で あ る （1）。 な お,ai＞eの 単 母 音 化 は,強 勢 母 音 前 後 の 母 音 消 失

とct＞chの 変 化 以 後 の こ と で あ る 。 Cf. factu＞feicho＞fecho.

  3.uがaに つ づ く場 合 は,開 口 度 の 高 いaと 極 め て 閉 音 で あ るuと が 接 近 し,au ＞ou＞o9＞

oの 同 化 現 象 が 見 ら れ る 。ouの 段 階 が ポ ル ト ガ ル 語 や 西 部 レ オ ン 方 言 に 残 り,最 後 の 段 階0が カ

ス テ ィ リ ャ 語 で あ る:causa cosa, port.leon. cousa, fr. chose, amaut amo, port.leon. amou, fr.

ant. ama, auru oro, port. ouro, fr. or, thesauru tesoro, port. tesouro, fr. tresor, mauru moro, port.

mourn, fr. maure, tauru torn, port. touro.

  こ のau＞oの 縮 約 は,ス ペ イ ン 語 や フ ラ ン ス 語 だ け で な く,他 の ロ マ ン 語 に も起 こ る が,ス ペ イ

ン 語 で は,cautu cotoに み る よ う に 母 音 間 の 子 音 の 有 声 化 以 前 に 起 こ り,フ ラ ン ス 語 で は, causa

choseの ご と くaの 前 のcの 硬 蓋 化 の 後 に 起 こ る 。 更 に,こ れ は ロ マ ン語 のlの 母 音 化 以 前 の こ と

で あ る 。Cf. Calice cauce.な お, popere pobre, fr. pauvreの よ う に,す で に 俗 ラ テ ン語 でau＞o

の 単 母 音 化 が 起 こ っ て い る 語 も い く つ か あ る 。

  一 方,二 重 母 音auのuは 後 に つ づ く音 節 に 由 来 す る こ と も あ る 。 habeoの 点 過 去habuiは

＊haubiと 発 音 さ れ
,こ れ が 古 カ ス テ ィ リ ャ 語 で はhobeと な り,今 日 のhubeと な っ た （2）。 Cf. sapui＞

sope supe, fr. ant. soi;＊capui＞cope cupe.こ のuはlの 母 音 化 に も 由 来 す る:talpa topo, fr.

taupe, alteru otro, fr. autre, saltu soto.

(1)  Vease R. M. Pidal, Manual,  pags. 51-2. 
(2)  Vease ibid.,  pags. 53-4.



  Ⅱ.E （古 典 ラ テ ン 語 のe, ae）

  1.開 音eは ス ペ イ ン語 で は,開 音 節 で も,閉 音 節 で も,一 般 にieに 二 重 母 音 化 す る:mel miel,

fr. miel, petra piedra, fr. pierre, lepore liebre, fr. lievre, pelle piel, fr. peau, febre fiebre, fr. fievre,

pede pie, fr. ant. pie, metu miedo, venit viene, fr. vient, nebula niebra, fr. ant. nieuble（niueble）,

septe siete, fr. ant. set, dece diez, fr. dix, generu yerno, fr. gendre, caecu ciego, fr. ant. cieu, caelu

cielo, fr. ciel, quaero quiero, fr. ant. quier, graecu griego,し か し,学 者 語 で は 二 重 母 音 は 現 れ な

い:preces preces, centrum centro fr. centre, templum templo, fr. temple, septimu septimo,

gentem gente, fr. gent（1）.な お, ieは ア ク セ ン トが 移 動 し てieと な り, iは 硬 蓋 音 に 吸 収 さ れ る:

mulierem＞muliere＞mugier＞mujer.

  2.二 重 母 音ieはiに 縮 約 さ れ る こ と が あ り,-ellu＞ -iello＞ -illoの 語 尾 で はieのeがiに 同

化 さ れ る:castellu castillo, fr. chateau, rastellu rastrillo, fr. rateau,＊martellu martillo, fr.

marteau,＊capellu capillo, fr. chapeau, cultellu cuchillo, scutella escudilla, fr. ecuelle, sella silla,

fr. selle.

  同 様 に,sの 前 で も,こ の 二 重 母 音 の 縮 約 が 起 こ る:vespera, ant. viespera, mod. vispera, fr.

vepres（<visperas）, vespa avispa, fr. ant. guespe, mod. guepe, pressa prisa.

  eにyodが つ づ く と き は,フ ラ ン ス 語 で は,二 重 母 音 化 し, ieiがiに 縮 約 さ れ る が,ス ペ イ ン

語 で は,二 重 母 音 化 は 起 こ ら な い:pretiu precio, fr. prix,＊ceresia cereza, fr. cerise, despectu

despecho, fr. depit, mediu medio, fr. mi, legere leer, fr. lire, speculu espejo, regula reja, fr. ant.

ri（e）ule, lectu lecho, arag. lieto, fr. lit, pectu pecho, fr. pis, profectu provecho, materia madera,

port. madeira.

  vetulu＞veclu＞viejo, fr. vieilで は, yodの 前 で も 二 重 母 音 化 し た レ オ ン 方 言 （viejo） や ア ラ ゴ ン

方 言 （viello） の 影 響 が あ る （2）。

  一 方,nのyodで は, venio vengo, leon. arag. viengo, fr. ant. vien（vieng）, teneo tengo, leon.

arag. tiengo, fr. ant. tien（tieng） に 対 し て, venis vienes, fr. viens, tenes tienes, fr. tiensに は 二 重

母 音 が 現 れ る 。

  ty, cyのyodはeの 二 重 母 音 化 を 妨 げ な い:＊pettia pieza, fr. piece, fortia fuerza, fr. force,

cerciu cierzo.な お,こ れ ら のyodに よ る二 重 母 音 化 は,自 発 的 二 重 母 音 化 の 時 期 に 先 行 す る 。

  Ⅲ. E（ 古 典 ラ テ ン語 のe, i,oe）

  フ ラ ン ス 語 で は 自 由 母 音eは 二 重 母 音 化 す る が,ス ペ イ ン 語 で は,自 由 母 音 で も,拘 束 母 音 で も,

eが 保 持 さ れ る:tela tela, fr. toil, habere haber, fr. avoir, seta seda, fr. soie, credere creer, fr.

croire, tres tres, fr. trois, me（n）se mes, fr. mois, pira pera, fr. poire, fide fe, fr. foi, plenu lleno,

fr. plein, debita deuda, fr. dette, cippu cepo, fr. ant. cep, piiu pelo, fr. poil, foedu feo.

 俗 ラ テ ン 語 のeは,dy, gy, my, py, ry syの 前 で は, yodの 影 響 に よ っ てiに 狭 ま る:fastidiu

hastio, navigiu navio, vindemia vendimia, fr. vendange, sepia jibia, fr. seiche, cereu cirio, fr.

cierge, vitreu vidrio, fr. vitre, camisia camisa, fr. chemise.語 中 音 消 失 の 場 合 も 同 様 で あ る:

＊tepidu tibio
, fr. tiede, nitidu nido, fr. nid, limpidu limpio.

 点 過 去 や 代 名 詞 の 語 尾iも 語 幹 のeをiに 変 え る:veni vine, fr. ant. vin, feci hice, fr.†fis;

(1)  Vease R. M. Pidal, Manual,  pag. 55, nota (1). 
(2)  Vease ibid.,  pag. 57.



tibi ti, sibi si.

 母 音 接 続 のeがiに 変 わ る の は 異 化 作 用 に よ る:via via, fr. voie, mea mia, fr. ant. moie,線 過

去 の 語 尾 -e（b）a＞-is.

 ty, ct, cy,1y, g'l, c'l, gnの 前 で は, yodの 影 響 は な い:malitia maleza, strictu estrecho, fr.

etroit, directu direcho, fr. droit,＊corticea corteza, fr. courtoisie, cilia ceja, consiliu consejo, fr.

conseil, tegula teja, fr. ant. ti（e）ule, mod. tuile, auricula oreja, fr. oreille, ligna lena, signa sefia.

 IV.1（ 古 典 ラ テ ン語 のi）

 iは ス ペ イ ン 語 で はiと し て 保 持 さ れ る ：venire venir, fr. venir, ira ira, fr. ire, vivu vivo, fr. vif,

filiu hijo, vinu vino, fr. vin, vinea vina, fr. vigne, spica espiga, fr. epi, amicu amigo, fr. ami, ficu

higo, fr. figue, mica miga, fr. mie, vita vida, fr. vie, escriptu escrito escrito, fr. ecrit, pellicea

pelliza, fr. pelisse, ecriciu erizo, fr. ant. ecricon, mod. herisson（ <＊ericione）.

 Ⅴ.Q（ 古 典 ラ テ ン 語 のo）

 1.oは 開 音 節 で も,閉 音 節 で も, uo＞ueに 二 重 母 音 化 す る 。 最 初 の 段 階uoは10世 紀 か ら13

世 紀 の 文 書 に 見 ら れ る が,カ ス テ ィ リ ャ 地 方 に は 少 な く,レ オ ン,ア ラ ゴ ン 地 方 に 多 い 。 カ ス テ ィ

リ ャ 地 方 で は,11世 紀 に す で にueで あ っ た （1）:c（h）orda cuerda, fr. corde, porcu puerco, fr. porc,

mola muela, fr. meule, bove buey, fr. boeuf, nove nueve, fr. neuf, novu nuevo, fr. neuf, rota

rueda, fr. roue, bonu, bueno, fr. bon, jocu juego, fr. jeu, focu fuego, fr. feu, hospite huesped, fr.

hote, mortuu muerto, fr. mort, sorte suerte, fr. sort, longu luengo, fr. long.

 oの 二 重 母 音 化 は,他 の ロ マ ン 語 に も み ら れ る が,ス ペ イ ン 語 で は,そ の 方 言 を 細 か く特 徴 づ け

る 音 韻 の 特 性 を 成 し て い る 。 フ ラ ン ス 語 で も,開 音 節 で は ス ペ イ ン 語 と 同 じ二 重 母 音 化 の 段 階 を 経

て,proba＞pruove（fr.ant） は11世 紀 か らprueveと な る が,13世 紀 か ら 更 にpreuveへ と変 化 す

る 。 一 方,イ タ リ ア 語 で は,最 初 のpruovaの 段 階 に と ど ま る。 し か し,こ の 二 つ の ロ マ ン語 で は,

開 音 節 のoし か 二 重 母 音 化 し な い の に 対 し て,ス ペ イ ン 語 で は,開 音 節 で も,閉 音 節 で も二 重 母 音

化 す る 。 つ ま り,porta, collumは フ ラ ン ス 語 と イ タ リ ア 語 で は 二 重 母 音 化 せ ず,各 々porte, col;

porta, colloで あ る が,ス ペ イ ン 語 で はpuerta, cuelloで あ る 。

 イ ベ リ ア 半 島 内 の ロ マ ン 語 に 関 し て は,ポ ル トガ ル 語 と カ タ ロ ニ ア 語 は,開 音 節 で も,閉 音 節 で

も,こ の 二 重 母 音 が 起 こ ら な い 点、で カ ス テ ィ リ ャ 語 や レ オ ン,ア ラ ゴ ン 地 方 の 方 言 と は 異 な る 。 更

に,カ ス テ ィ リ ャ 語 は レ オ ン,ア ラ ゴ ン方 言 と は 違 っ て,yodの 前 でoの 二 重 母 音 化 が 起 こ ら な い

こ と が 多 い （2）。

  2.二 重 母 音ueはeに 縮 的 さ れ る こ と が あ る:floccu＞flueco＞fleco, fronte＞fruente＞

frente, fr. front,＊colobia＞culuebra＞culebra, fr. couleuvre.

 上 の 例 で 見 る よ う に,こ の 縮 約 は,唇 音 が 先 行 す る1あ る い はrの 後 で 起 こ り,唇 音 ＋l,rに 更

に 唇 音 の 母 音uと 硬 蓋 音 の 母 音eが つ づ い て,調 音 が 困 難 で あ る た め,異 化 作 用 に よ っ て 第 二 の

唇 音uが 排 除 さ れ た の で あ る （3）。

  3.oもeと 同 様 に, yodの 影 響 を 受 け て 二 重 音 化 す る 。

  1）ty, cyの 前 で 二 重 母 音 化 す る:fortia fuerza, fr. force, post-cocceu pescuezo.

(1)  Vease R. M. pidal, Manual,  pag. 60. 
(2)  Vease ibid.,  pags. 60-1. 
(3)  Vease ibid.,  pag. 61.



  2）ly, c'1, dy, ctの 前 で は,カ ス テ ィ リ ャ 語 に は二 重 母 音 化 は起 こ ら な い が,レ オ ン,ア ラ ゴ ン

方 言 に は 起 こ る:folia hoja, arag. fuella, leon. fueja, fr. feuille, spoliu despojo, arag. espuella, fr.

depouille, molliat moja, astur. mueja, fr. mouille, oc（u）lu ojo, arag. uello, leon. uejo, fr. oeil, hodie

hoy, arag. leon. uey, fr. hui, podiu puyo, arag. pueyo, fr. puy, nocte noche, leon, nueche, crag.

nueit, fr. nuit, octo ocho, leon. ueche, arag. ueito, fr. huit.な お, n（ 鼻 子 音 ＋yod） はoの 二 重

母 音 化 を 妨 げ な い:somniu sueno.

  フ ラ ン ス 語 で は,鼻 音 化 の 後,鼻 母 音 は音 の 開 き を 増 す か,軟 口 蓋 音 化 す る が,ス ペ イ ン 語 で は,

子 音 に 先 行 す る 鼻 子 音 は 一 般 にoを 狭 め る:respondo respondo, com（i）te conde, fr. comte.な お,

イ タ リ ア 語 で も規 則 的 に 閉 音 と な る:monte, ponte, fronte, contra, respondo, conte.

  Ⅵ.O（ 古 典 ラ テ ン語 のo, u）

  1.フ ラ ン ス 語 で は,閉 音 の 自 由 母 音oは,二 重 母 音 化 し,拘 束 母 音 はoと し て 保 持 さ れ て 後

〔u〕に 変 わ る が,ス ペ イ ン 語 で は,oは 開 音 節 で も,閉 音 節 で も,そ の ま ま 保 持 さ れ る:f1ore flor,

fr. fleur, hora hora, fr. heure, solu solo, fr. seul, votu voto, fr. voeu, totu todo, fr. tout（ ＜ ＊tottu）,

formosu hermoso, lupu lobo, fr. loup;turre torre, fr. tour, ursu oso, fr. ours, curtu corto, fr.

court, Corte Corte, fr. cour, surdu sordo, fr. sourd, bucca boca, fr. bouche, cub（i）tu codo, fr coude,

gutta gota, fr. goutte, cuppa copa, fr. coupe.

  2.俗 ラ テ ン 語 のoはyodに よ っ てuに 狭 め ら れ る 。

  1）ctの 前 で はoはuと な る:tructa trucha, fr. truite, ductu ducho, fr. ant. doit（duit）,

aquaeductu aguaducho.

  2）oにry, syあ る い はnにyodが つ づ く と き は, yodは 前 の 音 節 に 転 移 し てoi＞uiを 成 し,

頻 出 す るueに 同 化 す る:a（u）guriu aguero, fr. ant. eur, mod. heur, sale muria salmuera, segusiu

sabueso, verecundia vergiienza, fr. vergogne, ciconia ciguena, fr. cigogne.

 接 尾 辞 -toriuは カ ス テ ィ リ ャ 語 で はueがeに 縮 約 さ れ る:＊adbiberatoriu abrevadero, fr.

abreuvoir.

  3） 語 中 音 消 失 のyod,あ る い はnのyodもoをuに 狭 め る:cogitat cuida, fr. ant. cuide,

cunea curia
, pugnu puno, fr. poing.し か し, ty, ly, c'1が つ づ く場 合 はoはuに 狭 め ら れ る こ と は

な い:puteu pozo, fr. puits, arbuteu alborzo（ ＝fr. arbouse）,＊gurguliu gorgojo, fr. ant,＊gorgoil,

＊fenuculu hinojo
, fr. fenouil.

 Ⅶ. U（ 古 典 ラ テ ン 語 のu）

  強 勢 母 音uは フ ラ ン ス 語 で は,開 音 節 で も,閉 音 節 で も,［u］ と し て 保 持 さ れ て 後,硬 口 蓋 音 ［u］

に 変 わ る が,ス ペ イ ン 語 で は そ の ま ま 軟 口 蓋 音 に と ど ま る:＊grua（cl.gruem）grua, fr. grue, muru

muro, fr. mur, adventura aventura, fr. aventure, mula mula, fr. mule, cupa cuba, fr. cuve, ruta

ruda, fr. rue, virtute virtud, fr. vertu, nullu nulo, fr. nul, scutu escudo, fr. ecu, luna luna, fr. lune.

子 ,  音

  1.語 頭 の 子 音

  1.語 頭 の 閉 鎖 音,流 音,摩 擦 音 は 一 般 に 保 持 さ れ る:palu palo, pectine peine, fr. peigne, pilu

pelo, fr. poil, pinna pina, fr. pigne;badiu bayo, fr. bai, balneu bano, fr. bain. bucca Boca, fr.



bouche, bonu bueno, fr. bon, bassu bajo, fr. bas, *butticula botija, fr. bouteille; terra tierra(terra), 
fr. terre, tabula tabla, fr. table, turre torre, fr. tour, tepidu tibio, fr.  tiede, tingere  tenir, fr. 
teindre; digitu dedo, fr. doigt, dente diente, fr dent, duru duro, fr. dur, domnu  dueno; carru carro, 
fr. char, capra cabra, fr.  chevre, calcare calcar, fr.  calquer, castellu castillo, fr. ant. chastel, 

mod.  château, capitiu cabezo, fr. chevet; gutta gota, fr. goutte, gallicu galgo, gaudiu gozo; manu 
mano, fr. main, monte monte, fr. mont, minus menos, fr.  moins, moneta moneda, fr. monnoie; 

natare nadar, novu nuevo, fr. neuf, nebula niebla, nutrire nodrir, fr. nourrir; lacu lago, fr. lac, 
lacte leche, fr. lait, lactuca lechuga, fr. laitue, laborare laborar; radice  raiz, rota rueda, fr. roue, 
ridere reir, fr. rire, rugitu ruido, fr. ant. ruit, mod. rut; salmone  salmon, fr. saumon, serpente 

serpiente, fr. serpent, sorte suerte, fr. sort, somnu  sueno; ciconia  ciguena, fr. cigogne, cena cena, 
cervu ciervo, fr. cerf, cerasea cereza, fr. cerise ; vinu vino, fr.  vin, vacca vaca, fr. vache, vivere 
vivir, fr. vivre, vinea  viva, fr. vigne.

  2.語 頭 子 音 の 消 失

 語 頭 のfは15世 紀 の 末 ま で 文 語 に 保 持 さ れ た が,そ の 後hに 変 え ら れ,15,16世 紀 に は 気 息 音 で

あ っ た 。 近 代 語 で も書 法 に 現 れ る が,発 音 さ れ る こ と は な い （1）:fabulare hablar, folia hoja, fr.

feuille, factu hecho, fr. fait, facere hacer, fr. faire, ficu higo, fumu humo.し か し, fが 残 さ れ る

こ と も あ る:fundu fondo, fr. fond, fide fe, fr. foi,＊fall（i）tare faltar, februariu febrero, fr. fevrier.

な お,二 重 母 音ue, ieの 前 で はfが 保 持 さ れ て い る:forte fuerte, fr. fort, fonte fuente, focu

fuego, fr. feu;feru fiero, fr. fier.

  語 頭 のhは す で に ラ テ ン 語 で 発 音 さ れ な か っ た 。 ゲ ル マ ン語 のhは 上 記 のfに 由 来 す るhと 同

様 に,気 息 音 で あ っ た:＊haunitha honta, fr. honte, harpa harpa, fr. harpe, heriberga albergue,

fr. ant. heberge.

  語 頭 のi（j） は 半 子 音yと し て 保 持 さ れ る:jam ya, fr. ant. ja, jacere yacer fr. gesir.

  語 頭 のg,jは,無 強 勢 の 前 方 母 音 の 前 で は,こ の 口 蓋 音 に 吸 収 さ れ て 消 失 す る:jenuariu（cl.

januariu）enero, fr. janvier,＊jectare echar, fr. jeter, germanu hermano, gelare helar.し か し,強

勢 で も,無 強 勢 で も,後 方 母 音 の 前 で は 軟 口 蓋 無 声 音jに 変 わ る:jocu juego, fr. jeu, justu justo,

juniu junio, fr. juin, juliu Julio, juncta, junto, fr. joint,＊jovene joven, fr. jeune.

  3.語 頭 の 子 音 群

  rに 子 音 が 先 行 す る 子 音 群 は 一 般 に保 持 さ れ る:pratu prado, fr. pre, brachiu brazo, fr. bras,

tructa trucha, fr. truite, credo creo, fr. ant. croi, crudele cruel, fr. cruel, graecu griego,

＊frontaria frontera
, fr. frontiere.

  1に 閉 鎖 音 が 先 行 す る 子 音 群 は カ ス テ ィ リ ャ,レ オ ン 地 方 で は,1が 口 蓋 化 し,閉 鎖 音 が 消 失 す る:

plaga llaga, fr. plaie, plicare llegar, fr. ployer, planu llano, fr. plain, plenu lleno, fr. plein, pluvia

lluvia, fr. pluie, plorare llorar, fr. pleurer, clamare llamar, fr. clamer, clave llave, fr. cle.し か

し,後 に 形 成 さ れ た か,あ る い は ラ テ ン 語 の 影 響 に よ っ て こ の 子 音 が 保 持 さ れ た か,plega, plegar,

clamarな ど 二 重 語 を 成 す る こ とが あ る 。 そ の 他 に も,閉 鎖 音 と1の 子 音 群 が 保 持 さ れ る 語 形 は 少

な く な い:plangere planir, fr. plaindre, platea plaza, fr. place, pluma pluma, fr. plume, plumbu

plomo, fr. plomb, clavicula clavija fr. cheville（ ＜ ＊clavicla）, claru claro, fr. claire, flore flor, fr.

fleur.

  sが 子 音 に 先 行 す る と き は,俗 ラ テ ン 語 で 語 頭 にiが 添 加 さ れ た:stare estar, spatiu espacio,

(1)  Vease R. M. Pidal, Manual, §38, 2] .



smaragdu esmeralda, fr. emeraude, speculu espejo.子 音Ⅲ,注 （11） 参 照 。

  子 音 群quは ［k］ に 縮 約 さ れ, c,あ る い は 母 音e, iに 先 行 す る と き はqu,と 綴 ら れ る:

quattuordecim catorce;quaero quiero, fr. ant. quier, quem quien, quindecim quince,し か し,

qua, quoに 強 勢 が あ る と き は ［u］ が 保 持 さ れ る:quattuor cuatro, fr. quatre, quadru cuadro,

quando cuando, fr. quand.

  quomodoは 古 く はcuomo, cuemoで あ っ た が,後 接 語 と し てquoが 無 強 勢 と み な さ れ, como

と な り,quasiは 強 勢 と し てcuasiが あ っ た が,後 接 語 と し て 無 強 勢 と な り, casiへ と変 わ っ た （2）。

  Ⅱ.語 中 の 単 子 音

  1.有 声 化

  1） 閉 鎖 音 の 有 声 化

  母 音 間 の ラ テ ン語 の 無 声 閉 鎖 音 は 有 声 化 す る 。 こ れ は 強 勢 母 音 前 後 の 語 中 の 母 音 の 消 失 以 前 の こ

と で あ る:sapere saber, fr. savoir, papillione pabellon, fr. pavillon, cepulla cebolla,lupu lobo,

fr. loup, ad-ripa arriba, apicula abeja, fr. abeille;vita vida, fr. vie, minutu menudo, fr. menu,

mutare mudar, fr. muer, maturu maduro, fr. mur, piscatore pescador, fr. pecheur, spat（h）a

espada, fr. epee;securu seguro, fr. sur, ciconia ciguena, fr. cigogne, lactuca lechuga, fr. laitue.

  有 声 の 閉 鎖 音bは 摩 擦 音bと な り,ラ テ ン 語 に 倣 っ て 一 般 にbの 書 法 が 保 持 さ れ る:faba

haba, fr. feve, caballu caballo, fr. cheval, debere deber, fr. devoir.

  dは 俗 ラ テ ン 語 で す で に 摩 擦 音 d で あ り,そ の ま ま 保 持 さ れ る こ と も あ り,あ る い は 消 失 す る

こ と も あ る:sudare sudar, fr. suer, crudu crudo, fr. cru, nidu nido, fr. nid;videre ver, fr. voir,

foedu feo, fide fe, fr. foi, audire oir, fr. ant. oir, fridu frio.

  俗 ラ テ ン 語 で す で に 摩 擦 音 で あ っ たgも 保 持 さ れ る こ と も あ り,消 失 す る こ と も あ る 。 消 失 は 無

声 閉 鎖 音 の 有 声 化 以 前 の こ と で あ る:＊aguriu aguero, fr. ant. eur, mod. heur,＊agustu agosto, fr.

aout, castigare castigar, fr. chatier, negare negar, fr. ant. noier;ligare liar, fr. ant. loier, legale

leal, fr. loial, regale real, fr. roial.

  2） 摩 擦 音 の 有 声 化

  古 ス ペ イ ン 語 で 無 声 のsは 他 の 無 声 子 音 と 同 様 に 有 声 化 し た が,近 代 語 で はsに 他 の 有 声 子 音 が

つづ く と き だ け 有 声 音 が 保 持 さ れ る 以 外 は,母 音 間 の 有 声 のsは 無 声 音 と な っ た 。

 母 音 間 のfはvと な り,書 法 上 は 今 日bで あ る こ とが 多 い （1）:Stephanu, Esteban, fr. Etienne,

raphanu ravano, aquifoliu acebo, trifol（i）u trebol, fr. trefle（ ＜ ＊trif（o）lu）, profectu provecho.

 母 音 が 先 行 す るc'は 有 声 音zか ら無 声 化 し,cと 綴 ら れ る:placere placer, fr. plaisir, dicente

diciendo, fr. disant, racemu racimo, fr. raisin,＊vecinu（cl. vicinu）vecino, fr. voisin.

 母 音 間 の 有 声 摩 擦 音jとg'は ［y］ と発 音 さ れ る:raja raya, fr. raie, majore mayor, fr. ant.

ma（i）or,＊(j）ajunare ayunar, fr. jeuner（ ＜jejunare）, maju mayo, fr. mai.し か し,こ のyは 口 蓋 母

音 の 前 で は俗 ラ テ ン 語 で 消 失 す る:fri（g）idu frlo, fr. froid, digitu dedo, fr. doigt, magistru

（2） Vease ibid., pag.128.

（1）Vease R. M. Pidal, Manua1, pag.114.「 古 ス ペ イ ン語 で は 閉 鎖 音bと 摩 擦 音vを 区 別 して い た が

 … …16世 紀 頃 両 者 は 混 同 さ れ,母 音 間 の 閉 鎖 音 が 失 わ れ て,摩 擦 音 b が 専 ら一 般 化 し,18世 紀 に は,

 あ る と き はv,ま た あ る と き はbと 綴 られ た 。 こ の た め 書 法 を ラ テ ン語 の 語 源 に よ っ て人 為 的 に 整 理

 し た 。 そ の 結 果,ave（ ＜avem） と は 異 な る書 法amaba（ ＜amabam）, caballo（caballum） の 習 慣 が 導

 入 さ れ た 。」



maestro, fr. maitre, sexaginta sesenta fr. soixante, vagina vaina, fr. gaine, cogitare cuidar, fr.

ant. cuidier.

 更 に,前 方 母 音 の 前 で もyは 消 失 す る:pejore peor, fr. ant. pe（i）or.

  こ の 消 失 は 有 声 閉 鎖 音 の 消 失 と 同 時 代 か,あ る い は そ れ よ り以 前 の こ と で あ り,従 っ て ア ク セ ン

トの あ る音 節 に つ づ く母 音 の 消 失 よ り以 前 の こ と で あ る に 違 い な い （2）。 勿 論 語 末 の 母 音eの 消 失 に

は る か に 先 行 す る 音 韻 変 化 で あ る 。

 母 音 間 のbは す で に 俗 ラ テ ン 語 でvと 混 同 さ れ,ロ マ ン 語 で は 摩 擦 音 b と し て 保 持 さ れ,古 い

書 法 で はvあ る い はuで 表 さ れ た 。pに 由 来 す るbが こ のvと 混 同 さ れ る と二 つ の 唇 音 の 区 別 は

消 失 し た 。

 母 音 間 のvは,uの 前 で 消 失 す る こ と が あ る:＊subundare sondar, fr. sonder, rivu rio, vacivu

vacio, aestivu estio.

  2.母 音 問 の 流 音 は 保 持 さ れ る:amat ama, fr. aime,＊cima cima, fr. cime,＊amaricu amargo,

fr. amer（ ＜amaru）;luna luna, fr. lune, donare donar, fr. donner, bonu bueno, fr. bon;vela vela,

fr. voil, palatiu palacio, fr. palais, valere valer, fr. valoir;pira pera, fr. poire, corona corona, fr.

couronne,＊pariculu parejo, fr. pareil.

  Ⅲ.語 中 の 子 音 群

  1.流 音 ＋ 子 音 は 語 頭 の 場 合 と 同 様 に 一 般 に 変 化 す る こ と は な い:alba alba, fr. aube, cal（i）du

caldo, fr. chaud, sol(i)du sueldo, fr. sou, ulumu olmo, fr. olme, pulsare  pulsar(1), fr. pousser, calvu 

calvo, fr. chauve, salvu salvo, fr.  sauf, malva malva, fr.  mauve(2); herba herba, fr. herbe, barba 
barba, fr. barbe, carbone carbon, fr. charbon, arcu arco, fr. arc, porcu puerco, fr. porc, circu 
cerco, perdice perdiz, fr. perdriz, perdere perder, fr. perdre, ardere arder, fr.  ardre(<  *ardere), 

verga verga, fr. verge, formica hormiga, fr.  fourmi(<*formice), vermicula bermejo, fr. vermeil, 
tornare tornar, fr. tourner, furnu horno, hibernu i(n)vierno, cornu  cuerno(3), turpe torpe, carpa 
carpa, fr. carpe, sorte suerte, fr. sort, certu cierto, curtu corto, fr. court, serva sierva, fr. serve, 
fervere hervir; limpidu limpio, semper siempre, rumpere romper, fr. rompre; juncu junco, fr. 

jonc, truncu tronco, fr. tronc, mundo mondo, fr. monde, fungu hongo, angustu angosto, angustia 
angustia, fr. angoisse, fonte fuente, parente pariente, fr. parent, centu ciento, fr. cent.

 2.流 音 ＋子 音 の保 持 に は,同 化 現 象,二 重 子 音 の 第 二 要 素 の 変 化,第 一 要 素 の 母 音 化 な ど多 く

の例 外 が あ る。

 1） 同  化

 rsは 逆 行 同 化 に よ っ てssと な り,や が てsに 単 純 化 さ れ る:reversare revesar, ursu, oso, fr.

（2）Vease ibid., pag.133.

（1）Pulsareに 由 来 す る も う一 つ の 語 形pujarで は,lがiに 母 音 化 し, sが ［s］ に 口 蓋 化 し て,こ の

  ［s］がiに 吸 収 さ れ た 。

（2）Pulmone pumon. fr. poumonな ど1の 母 音 化 は北 部 一 帯 に 及 び,ア ス ト ゥ リア ス,サ ン タ ンデ ル か

 らブ ル ゴ ス に 至 る 。Vease V. G. De Diego, Gram, pag.120.な お,＊baneu（cl. balneu）bano, fr. bain

 で はlがriに 吸 収 さ れ て い る 。

（3） フ ラ ン ス 語 で は,rnが 語 末 と な る と, nが 消 失 し,各 々four, hiver, corと な っ た 。 し か し,古 フ

 ラ ン ス 語 で は,12世 紀 までcorn, fornの 語 形 が 保 持 され た 。 鼻 子 音nの 消 失 は ア ナ ロ ジ ー に よ る。

 Vease E. et J. Bourciez, Phonetique Francaise, Paris, Klincksieck,1967,ｧ200, R. III.



ours, sursu suso, fr. ant. sus, deorsu＋sursu yuso, fr. ant. jus.し か し, rsを 保 持 す る 語 形 も あ る:

cursu corso, fr. cours.

  nsは 帝 政 期 に す で にsに 縮 約 さ れ,有 声 音 で あ っ た:ansa asa, fr. anse（4）, mensa mesa, pe（n）-

sare pesar, fr. peser, ma（n）sione meson, fr. maison, co（n）suere coser, fr. ant. cosdre.

  mbは 順 行 同 化 に よ っ て,カ ス テ ィ リ ャ 語 で はmと な る:lumbu lomo, leon.lombo, plumbu

plomo, palumbu palomo, leon. palombo. mbは ポ ル トガ ル,ガ リ シ ア,ア ス ト ゥ リ ア ス,レ オ

ン,サ ン タ ン デ ル,バ ス コ ン ガ ダ ス,ナ バ ラ,ア ン ダ ル シ ア の 大 部 分,バ レ ン シ ア,バ レ ア ル 諸 島

な ど イ ベ リ ア 半 島 一 帯 に 保 持 さ れ て い た 。 一 方,同 化 に よ るmへ の 縮 約 は カ タ ロ ニ ア,ア ラ ゴ ン,

ブ ル ゴ ス 地 方 の 一 部 に 及 ぶ （5）。

  ambos, cambiarは 学 者 語 で あ り,古 カ ス テ ィ リ ャ 語 で は 規 則 的 にamos, camiarで あ っ た 。 な

お,gambaro, camaronは ＊gambaru（cl. cammaru） か ら の 二 重 語 で あ る （6）。

  mnはnと な る:autumnu otono, damnu dano, sacamnu escano, somnu sueno, lamna lafia.

  nc', rc', lc'のcは ［θ］ と な り, cあ る い はzと 綴 ら れ る:uncia onza, fr. once, vincere

vencer, fr. vaincre;＊torcere（cl. torquere）torcer, fr. tordre;dulce dulce（7）, fr. doux.

  2） 第 二 要 素 の 変 化

  rg'はrz, rcに 変 わ る:spargere esparzer（esparcir） （8）, argilla arzilla（arcilla）.

  ng'は 強 勢 母 音 の 後 で はriに,前 で はnz, ncと な る:frangit frane, tangit tape, fingit hine, fr.

foint;jungere yuncir, gingiva encia, fr. gencive, frangere, ant. franzer, fr. ant. fraindre.

  3）lの 母 音 化

  lp,ltで はlがuに 母 音 化 す る 。 こ れ はauの 単 母 音 化 以 前 の こ と で あ る:talpa＊taupa＞topo,

fr. taupe, altariu otero, saltu soto（9）, fr. saut.

  ltにuが 先 行 す る と き は,lはiに 母 音 化 し,こ のiがtをchに 口 蓋 化 す る 。 そ の 後iはchに

吸 収 さ れ る:multu mucho（10 ）, fr. ant. molt, cultellu cuchillo, vulturno bochorno, auscultare

escuchar, fr. ecouter.

  3.S＋ 子 音

 scは ［θ］ と な り, cあ る い はzと 綴 ら れ る:miscere mecer, pascere pacer, fr. paitre, pisce

pez, fasce haz.

 sc, sp, stは 保 持 さ れ る:musca mosca, fr. mouche, auscultare escuchar, fr. ecouter;despectu

despecho, fr. depit, respondere responder, fr. repondre（ ＜respondere）;festa fiesta, fr. fete,

＊agustu（cl
. augustu）agosto, fr. aout, testa tiesta, fr. tete（11）.

  4.1あ る い はrに 先 行 す る 閉 鎖 音 は,母 音 間 に 位 置 す る 場 合 と 同 じ 経 過 を た ど る 。 無 声 の 閉 鎖

（4） ア ラ ゴ ン,ナ バ ラ 地 方 な ど に はansaの 語 形 が あ る 。 Vease V. C. De Diego, Gram., pag.123.

（5） Vease ibid., pag.121.

（6）Vease R. M. Pidal. Manual, pag.137.

（7）Falce hozで はlがuに 母 音 化 し て い る。

（8） 子 音 群rg'は ガ リ シ ア,ポ ル トガ ル,レ オ ン,サ ラ マ ン カ,カ タ ロ ニ ア で は保 持 さ れ, espargirで

 あ る 。Vease V. G. De Diego, Gram., pag.125.

（9）lp, ltが 保 持 され る学 者 語 も あ る:Palpare palpar, vulpeculu vulpeja, fr. goupil, altu alto, saltare

 saltar, fr. sauter.

（10）カ ス テ ィ リ ャ語 で は,tが 語 末 とな る か,更 に 子 音 が つづく と き は, tの 口蓋 化 は阻 止 され る:mult-

 （u）muy, vult（u）re buitre.



音 は 有 声 音 と な る:eclesia iglesia, fr. eglise, duplu doble（12）, fr. double, capra cabra, fr. chevre,

lep（o）re liebre, fr. lievre, aprile abril, fr. avril, apricu abrigo, fr. abri, macru magro, fr. maigre.

  有 声 の 閉 鎖 音 は あ る い は 保 持 さ れ,あ る い は 消 失 す る:febre fiebre, fr. fievre, februariu

febrero fr. fevrier, ＊colobra culebra, fr. couleuvre;quadraginta cuarenta（13）. fr・quarante,

pigritia preza, fr. paresse.

  5.歯 音 に 先 行 す る 唇 音 は 歯 音 に 同 化 さ れ 消 失 す る:rupta ruta, fr. route, cub（i）tu code, fr.

coude, dub（i）tare dudar, fr. douter, ipse ese, gypsu yeso, septe siete, fr. sept, scriptura escritura,

fr. ecriture, subtile, sutil, fr. subtil（14）.

  6.軟 口 蓋 音 と 歯 音 の 子 音 群 は 両 者 が 接 近 し て 口 蓋 音 を 生 じ る 。

  1）ctはchと な る （15）:factu hecho, fr. fait, lacte leche, fr.1ait, lectu lecho, fr. lit, jactare

echar, fr. jeter（ <＊jettare）,lactuca lechuga, fr. laitue. ctにiが 先 行 す る と き は,カ ス テ ィ リ ャ

語 で は,ytのyはiに 吸 収 さ れitと な る:frictu frito, fr. frit.

  2）x（cs） はchの 場 合 と 同 じ経 過 を 経 て （16）,古 ス ペ イ ン 語 で は 無 声 の 口 蓋 音xと な り,現 代 語

で は 無 声 の 軟 口 蓋 音jに 変 わ っ た:mataxa madeja, axe eje, fr. ant. ais, dixisti dijiste, fr.

†desis, exemplu ejemplo.

  3）gnは,口 蓋 音 の 調 音 域 で 二 つの 子 音 が 融 合 し,湿 音nを 生 じ る:signa sena,＊insignare

ensenar, fr. enseigner, stagnu estano, fr. etain.

  7.三 重 子 音

  1） 第 一 の 子 音 が 鼻 子 音 か,sで あ り,第 三 の 子 音 がrで あ る と き は,三 重 子 音 は 保 持 さ れ る:

novembre noviembre, nostru nuestro, fr. notre（notre）,＊postrariu postrero.

  2）pl, fl, c1に 子 音 が 先 行 す る と き は,語 頭 の 場 合 と 同 様 に,各 々ch［C］ と な る:amplu ancho,

implere henchir（17）, fr. emplir（ ＜ ＊implire）, inflare hinchar, fr. enfler, manc'la mancha. fflでは,

先 行 す る 二 つ の 破 擦 音 が,語 頭 の 場 合 と同 様 に,lに 同 化 さ れ る:afflare hallar, sufflare（re）sollar.

（11）語 頭 のsc, sp, stは,各 々 語 頭 音iが 添 加 さ れ て 語 中 の 子 音 群 と な る:scala escala, fr. echelle,

 scutu escudo, fr. ecu, scriptu escrito, fr. ecrit;spatula espalda, fr. epaule, spata espada, fr. epee,

 sponsu esposo, fr. ant. espos, mod. epoux, spissu espeso, fr. epais, spuma espuma, sperare esperar;

 stomachu estomago, stabulu establo, fr. etable, strictu estrecho（estricto）, fr. etroit.

（12）Duploの 語 形 も あ る。

（13）こ こ で はdrのdがrに 同 化 さ れ,＊quarranteと な っ た 。

（14）の フ ラ ン ス 語 で も ラ テ ン語 の 唇 音 は,r,l以 外 の あ ら ゆ る 子 音 の 前 で 消 失 す る が, subtilで は語 源 の

 bが 綴 り字 に 導 入 さ れ,や が て発 音 され る よ う に な り,無 声 の 子 音 の 前 で ［p］と な っ た 。Vease E. et

 J.Bourciez, Phonetique Francaise,§170, R Ⅲ.

（15）Vease R. M. Pidal, Manual,§50.「kは 音 節 の 最 後 に あ っ て 音 節 の 最 初 のtよ り弱 い た め, tの 調

 音 点 に 引 きつ け られ,軟 口蓋 音kは 後 部 口蓋 音k'か ら舌 背 の無 声 前 部 硬 口 蓋 摩 擦 音yと な り,俗 ラ

 テ ン語 で こ の 子 音 群 はytを 成 し た 。 更 に, yは 先 行 す る母 音 の 影 響 を 受 け て 母 音 化 し, yt＞yt＞itへ

 と変 化 す る。 こ れ が 大 方 の ロ マ ン語,ア ラ ゴ ン高 地 方 言,西 部 レ オ ン方 言,ガ リ シ ア ・ポ ル トガ ル 語,

 カ タ ロ ニ ア 語 と フ ラ ン ス 語 に 起 こ る こ とで あ る。 し か し,カ ス テ ィ リ ャ語,プ ロ バ ン ス 語,ロ ンバ ル

 デ ィ ア 語 で は別 の 経 過 を た ど る 。yあ る い はyはtの 調 音 点 を 自 らの 調 音 点 に 引 きつ け る の に充 分 な

 力 で 調 音 の エ ネ ル ギ ー を よ り長 い 間 保 持 し,tを 前 部 硬 口蓋 音 に し, yt＞ytと す る。 更 に, yに 調

 音 点 を近 づ け,tは 舌 背 音 に,そ して 当 然yの よ う に,い くぶ ん 湿 音 に す る た め に,舌 尖 の 構 え を 失

 い,こ の 舌 背 性 と共 に破 擦 音 化 の 要 素tyあ る い はtiを 生 じ て, tは 後 部 歯 茎 音 の 音 色 とな り, Cに 至

 る。 か くし てyty＞ycがc（ ＝ch） に単 純 化 さ れ る 。」

（16）Vease R. M. Pidal,§50,2］:k's＞ys＞ys＞ys＞s（ ＝x）,



  3） そ の他,す で に ラ テ ン語 に お い て 単 純 化 され る三 重 子 音 が あ る:punctu punto, fr. point,

campsare cansar, constare costar, fr. colter.

  8.子 音 ＋ 半 母 音U

  1） 外 破 音 子 音 群qu, guは 母 音 間 の よ う に 扱 わ れ,一 般 にaの 前 でuが 保 持 さ れ る 。 V.母 音 接

続1.1） 参 照 。 し か し,例 外 が あ る:nunq（u）am nunca,＊torq（u）ace torcaz.

  2）o,e, iの 前 で は, uは 書 法 上 保 持 さ れ る が,発 音 さ れ る こ と は な い:＊sequere seguir, fr.

ant. siure（suire）, mod. suivre, aquila aguila, fr. aigle.

  9.子 音 ＋Y

  1）my, byは 一 般 に 保 持 さ れ る:vindemia vendimia, fr. vendange, praemiu premio;labiu

labio, rubeu rubio, fr. rouge, pluvia lluvia, fr. pluie.

  2）py, sy, ryで はyodは 前 の 音 節 に 転 移 す る:sapiat sepa, fr. sache;basiu beso, ma（n）sione

meson, fr. maison;a（u）guriu aguero, fr. ant. eur, mod, heur, coriu cuero, fr. cuir.し か し, yod

が 前 音 節 に 転 移 し な が ら,な お 本 来 の 位 置 に も 保 持 さ れ る 場 合 が あ る:sepia jibia, fr. seiche,

cereu cirio, fr. cierge.あ る い は, yodが 前 音 節 に 何 ら 影 響 す る こ と な く,消 失 す る こ と も あ る:

coriacea coraza, fr. cuirasse.

  3）dy, gyで は 母 音 間 のd, gが 俗 ラ テ ン 語 の 早 い 時 期 に 消 失 す る:ba（d）iu bayo, fr. bai,＊radia

raya（18）, mo（d）iu moyo, fr. ant. mui, mod. muid, appo（d）iare apoyar, fr. ant. apoiier, mod.

appuyer, ino（d）iare enojar, fr. ant. enoiier;fagea haja.こ のyは 母 音e, iの 後 で は 消 失 す る:

fastidiu hastio, sedea sea, video veo, fr. ant. voi.

  dyに 子 音 が 先 行 す る と き は, yodは ［c］ と な り, zと 綴 ら れ る:＊virdia berza, verecundia

verguenza, fr. vergogne.

  10.母 音 間 のty, cyは 有 声 音zを 経 て 無 声 音z［c］ と な る:titione tizon, fr. tison, tristitia

tristeza, fr. tristesse,＊acutiare aguzar, fr. aiguiser, puteu pozo, fr. ant. puiz, mod. puits, ratione

razon, fr. raison;＊corticea corteza, fr. courtoisie.

  子 音 に 先 行 さ れ るty, cyも 無 声 のz［c］ を 生 じ る:martiu marzo, fr. mars,＊captiare cazar,

fr. chasser,＊pettia pieza, fr. piece, fortia fuerza, fr. force, punctiare punzar;lancea lanza, fr.

lance.

  nyはn［n］ に 湿 音 化 す る:vinea vina, fr. vigne, ba（l）near banar, fr. baigner, seniore senor,

fr. seigneur, Hispania Espana, fr. Espagne.

  lyは 軟 口 蓋 音jに 口 蓋 化 す る:palea paja, fr. paille, meliore mejor, fr meilleur, muliere mujer,

consiliu consejo, fr. conseil,＊molliare mojar, fr. mouiller.

  11.語 中 の 重 複 子 音

  閉 鎖 音 の 重 複 子 音 は 単 純 化 さ れ る 。 こ れ は母 音 間 の 子 音 の 有 声 化 以 後 の こ と で あ る:＊excappare

escapar, fr. echapper, germ. suppa sopa, fr. soupe, cappa capa, fr. cape, cuppa copa, fr. coupe;

abatte abad, fr. abbe, abbreviare abreviar, fr. abreger;gutta gota, fr. goutte, mittere meter, fr.

mettre, cattu gato, fr. chat;bucca boca, fr. bouche,＊rocca roca, fr. roche
,＊toccare tocar, fr.

toucher, peccatu pecado, fr. peche, siccu seco, fr. sec, vacca vaca, fr. vache.

  鼻 子 音mと 摩 擦 音sの 重 複 子 音 も単 純 化 さ れ る:flamme llama, fr. flamme, summa suma, fr.

somme;grossu grueso, fr. gros, massa masa, fr. masse, passu Paso, fr. pas .

（17）ア ラ ゴ ン 地 方 で はamplo, emplerと な る 。

（18）こ の母 音 間 のdyが ［c］ と な る こ と も あ る:bazo, raza.



 rrは 単 純 化 さ れ る こ と は な く,rよ り も振 動 音 が 引 き 伸 ば さ れ て 発 音 さ れ る:carru carro, fr.

char, ferru hierro, fr. fer, turre torre, fr. tour.

  ll, nnはll, nに 湿 音 化 さ れ る:calle calle, caballu caballo, fr. cheval, bellu bello, fr. bel, canna

cana, grunnire grunir, fr. grogner, annu ano, fr. an.

  Ⅳ.語 中 の 二 次 的 子 音 群

  1.子 音 の 交 替

  l／r,n／lが 交 替 す る こ と が あ る:stabula estabro, fr. etable, copula cobra, fr. couple,

pallidu pardo, fr. pale, ancora ancla, fr. ancre, robure roble;anima alma, fr. ame, antenatu

alnado.

  nがrと な る こ と も あ る:femina hembra, fr. femme, seminare sembrar, fr. semer, luminaria

lumbrera, fr. lumiere, sanguine sangre, homine hombre, fr. homme.

  2.鼻 子 音mが 歯 音 に 同 化 さ れ てnと な る:limite linde, fr. ant. linte, semita senda, fr. ant.

sente, comite conde, fr. comte, Sancti－Emeteri Santander.

  3.有 声 化

  第 二 の 子 音 が 無 声 の 閉 鎖 音 で あ る と き は,こ の 子 音 は 子 音 群 の 形 成 以 前 に 有 声 化 し て い た 。 上 例

linde, senda, conde, etc.参 照 。                         .

  rに 先 行 す る 子 音 は 母 音 間 と同 様 の 経 過 を た ど り,無 声 の 閉 鎖 音,摩 擦 音 は 有 声 化 す る:recuper-

are recobrar, fr. recouvrer, pipere pebre, fr. poivre, bifera breva.

  4.口 蓋 化

  lに 先 行 す る 子 音 は し ば し ば 口 蓋 音 を 生 じ る 。

  唇 音 ＋l.tribulu trillo, sibilare chillar（1）.lに 摩 擦 音 が 先 行 す るf'lは 保 持 さ れ る:sifilare

chiflar, fr. siffler.

  軟 口 蓋 音 ＋l.c'lのcはgに 有 声 化 し て か らyodに 変 わ り,lを 口 蓋 化 す る 。 こ のlは カ ス テ ィ

リ ャ 語 で はjと な る 。g'lも 同 様 にjを 生 じ る:auric（u）la oreja, fr. oreille,＊fenucula hinojo, fr.

fenouil, novacula navaja;tegula teja, fr. ant. ti（e）ule, mod. tuile, regula reja, fr. ant. ri（e）ule.

  歯 音 ＋l.俗 ラ テ ン 語 の 早 い 時 期 にt'lが 形 成 さ れ る と,こ れ はclに 移 行 し,上 に 述 べ た よ う にj

を 生 じ る:vetulu＞veclu vjejo, fr. vieil, ad-rotulare arrajar.

   5.わ た り音 の 挿 入

  歯 音 と 流 音 の 子 音 群 で は,m'n, m'r, m'lに はbが, n'rに はdが 挿 入 さ れ る:legumen legumbre,

fr. ant. leun, lumen lumbre, nomen nombre, fr. nom, culmen cumbre, hom（i）ne hombre（2）, fr.

homme（3）, cucumere cohombro（cogombro）, fr. ant. cocombro, mod. concombre,＊tremulare

temblar, fr. trembler;ingenerare engendrar, fr. engendrer（4）.

   6.閉 鎖 音 子 音 群

（1） 一 方,silbarの 語 形 も あ り, blが 保 持 され る場 合 が 多 い:nebula niebla, fr. ant, ni（e）ule, nubilu

 nublo, stabulu establo, fr. etable, fabulare hablar.

（2）Ⅳ.1.子 音 の 交 替 参 照 。

（3） カ ス テ ィ リャ 語 で は,ラ テ ン語 のmnはriと な り,ロ マ ン 語 のm'nは -mbr- と な る が,フ ラ ン ス語

 で は両 者 は同 様 の変 化 を示 す:somnu somme.

（4）n'rの 場 合 は,音 位 転 換 に よ っ て 困 難 な 発 音 を 回 避 す る こ と も あ る:generu yerno, fr. gendre,

 Veneris viernes, fr. vendredi（ ＜ ＊ven（e）ris-die）.



  p't,p'd, b't, v'tはbdと な り,や が てbが 母 音 化 し てudを 成 し,後 方 母 音 の 後 で はuはdに 同

化 す る:capitale caudal, fr. ant. chatel（chadel）, rapidu raudo, fr. ant. rade, debita deuda, fr.

dette, civitate ciudad, fr. cite;cubitu codo, fr. coude, dubitare dudar, fr. douter.

  c'tはzdか らzに 縮 約 さ れ る:placitu plazo, fr. ant. pleu, mod. plu, recitare rezar,＊amicitate,

ant. amizdat（amizat）, fr. amitie.

  g'tのgは 口 蓋 母 音 の 前 で 消 失 す る が,dy'tのdiも 同 様 に 消 失 す る:medietate, ant. meedad,

mod. mitad, fr. moitie.

  t'c,d'cはzgを 生 じ る:portaticu portazgo,＊pedicu piezgo, fr. piege, judicare juzgare, fr.

juger.

  d'cはdz＞zを 経 てcと な る:undecim once, duodecim doce.

  7.三 重 子 音

  最 初 の 子 音 が 鼻 子 音 で あ り,最 後 の 子 音 がrかlで あ る と き は,三 重 子 音 は 保 持 さ れ る こ と が 多

い:temporano temprano,＊comperare comprar, Pompelone Pamplona.

  c'lに 子 音 が 先 行 す る と き は,cは 有 声 化 す る こ と な く,無 声 の 口 蓋 音 を 生 じ る:＊mancula man-

cha, circulu cercha, trunculu troncho.

  g'lに 先 行 す る 子 音 がnで あ る と き は,nと な る:ungula una, fr. ongle, cingula ceno, fr. ant.

cengle, mod. sangle.

  三 重 子 音 の 中 間 の 子 音 が 消 失 す る こ と が あ る:vindicare vengar, fr. venger, episcopu obispo,

fr. eveque, computa cuenta, fr. compte, archipresbyster arcipreste, fr. archipretre, cortice

corcho.

  ct, cs, gnが 子 音 に 先 行 す る と き は,軟 口 蓋 音 はiに 母 音 化 し て 消 失 す る:pecttral petral,

fraxinu fresno, fr. frene, pignora, ant. pendra, mod. prenda.こ れ ら の 子 音 群 以 外 で も,最 初 の 子

音 が 消 失 す る 場 合 が あ る:septimana, ant. setmana, mod. semana, fr. semaine.

  Ⅴ.語 末 の 子 音

  1.ラ テ ン 語 の 語 末 の 子 音

  ラ テ ン語 の 絶 対 語 末 の 唇 音mは す で に ラ テ ン 語 期 に 消 失 す る:plorabam lloraba, plorem llore.

し か し,単 音 節 の 語 で はnと な る:quem quien, cum con, tam tan, quam cuan.

  -t,-dは 消 失 す る:venit viene, fr. vient, caput cabo, fr. chef, aut o, fr. ou, sunt son, fr. sont;

ad a, illud ello, istud esto, quid que, aliquod algo.

  -nは,中 性 のnomenで は 語 中 に 移 り, nomene nombreと な り,強 勢 語non noで はnが 消 え

る が,後 接 語in enで は保 持 さ れ る 。

  -rは 複 音 節 語 で は語 中 に 移 動 す る:inter entre, semper siempre,＊quattor（cl. quattuor）cuatro,

fr. quatre.

  -lは 単 音 節 語mel, mielで は 保 持 さ れ, insimul, ant. ensemble, fr. ensembleで は語 末 にeが 添

加 さ れ る 。

  -sは 保 持 さ れ る:martis martes, ploras lloras, plorabas llorabas, minus menos, fr. moins,

Deus Dios, sex seis, fr. six.

  2.ロ マ ン 語 の 語 末 の 子 音

  -tは 有 声 化 す る:oetate edad, virtute virtud, fr. vertu, salute salud, fr. salut, cantate, cantad,

siti sed.

  -dは ス ペ イ ン語 の 単 音 節 語 で は 消 失 す る:fide fe, fr. foi, pede pie, fr. pied, prode pro, fr. ant.



prod（preu）.な お, mercede merced. fr. merciな ど ア ナ ロ ジ ー に よ っ て -dを 保 持 す る 場 合 が あ

る 。

  -l,-r,-sは 保 持 さ れ る:sal sal, fr. sel, fidele fiel, fr. ant. feeil;mare mar, fr. mer, amare amar,

fr. ant. amer;magis mas, cantas cantas, fr. chantes.

  -rs,-nsで はr, nは 各 々sに 同 化 さ れ て 消 失 す る:transverse traves, fr. travers（ <transversu）,

reverse reves, fr. revers（ ＜reversu）, mense mes, fr. mois.

  -c',-cy,-tyはzと な る:pace paz, fr. paix, cruce cruz, fr. croix;solaciu solaz, fr. ant. solaz;

pretiu prez, fr. ant. pris, mod. prix.


